
       平成２８年度 授業改善推進プラン                   文京区立礫川小学校 

 
学校・地域の実態 

 
・礫川公園や小石川後楽園などの自然 
に恵まれ、落ち着いた学習環境であ
る。 

 
・学力に関心の高い家庭が多い。 
 
・「礫川おやじの会」主催による様々
 な体験活動を実施している。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
学校教育目標 

  
人間尊重の精神の基調と基盤を培い、自己

実現を図るとともに、他を大切にする能力や
態度を身に付けさせる教育を推進するため、
以下の教育目標を掲げる 
     ○自ら考え学ぶ子 
     ◎思いやりのある子（重点目標） 
     ○ねばり強くやりぬく子 
     ○たくましく元気な子 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
法令等 

 
 ・日本国憲法 
 ・教育基本法 
 ・学校教育法 
 ・学習指導要領 
 ・東京都教育目標 
 ・東京都教育ビジョン 
 ・文京区教育目標 
 ・文京区教育ビジョン 
 

 
 

学校経営方針の重点 ○「自ら進んで学び、よく考える子を育てるために」 

 自ら学ぶ力を育てる問題解決的な学習を授業改善の柱に、少人数など指導形態を工夫し、ユニバーサルデザインの視

点で指導の充実を図る。また各教科において、言語活動の充実を図ったり、繰り返し学習したりすることで確かな学力

を定着させる。 

                                              
              
              
              
       
            
  
            
  
            
  
       
             
            
            
            
            
  
            
            
            
            
            
            
            
             
            
            
         
            
     

       
       
       
       
       
       
       
  

            
            
      
    
        
            
                                            
 
 
 

 

 
本校の授業改善に向けた視点 

 
教育課程編成上の工夫 

 
指導内容・指導方法の工夫 

 
研究や研修の工夫 

 
評価活動の工夫 

 
家庭や地域との連携の工夫 

 
・行事や会議の精選など
により、時数を確保し
確かな学力の定着を目
指す。 

・朝読書や週２回のドリ
ルタイムを設定する。 

 
・少人数指導、繰り返し指
導、習熟度別指導、児童
の興味関心に応じた課題
学習、発展的な学習など
を取り入れて指導方法を
工夫し、個に応じた指導
を充実させる。 

 

 
・校内研究では道徳を研究
し、授業力を高める。 

・学習過程を工夫する。 
・工夫を引き出す指導。 
・研究授業を中心に児童の
変容を検証し、指導力向
上を図る。 

 

 
・目標に準じた適切な評価
規準及び評価計画を作成
する。 

・意識調査・各学力調査の
結果を活用する。 

・振り返りカード等を活用
し児童の自己評価の充実
を図る。 

 
・全教育活動を常時公開する。 
・年６回の土曜授業公開や行事
参観後のアンケートを活用す
る。 

・保護者による読み聞かせを実
施する。 

・学校運営連絡協議会を年３回
開催する。 

 各教科の重点 
○国語の授業地区公開講座、読書活動を通し、読解力 
の向上に努め、国語力の充実を図る。 

○算数少人数指導を行い、基礎的・基本的内容の定着
や応用発展的な力を養う。 

○理科支援員を活用し、自然・科学への興味・関心を
高め、指導の充実を図る。 

○自分の考えをまとめ、他とのかかわりの中で深める  
ことを重視して、言語による思考力・表現力の向上 
に努める。 

○年間指導計画に基づき、評価規準を作成し、評価を 
行い、指導に生かす。 

○体験的な活動や問題解決的な学習を取り入れ、関心 
や意欲を高める。 

○体育学習では、豊かなかかわり合いを深めたり、体 
力の向上を図ったりする。 

○れきせん１０の約束・授業のルール・基本的習慣を 
徹底する。 

 

 本校における    
  「確かな学力」  
 自ら学ぶ力      
 共に学ぶ力     
 自ら考える力 
 自ら表現する力 
 
 

☆授業改善により   
「確かな学力」の向上を図る 

   
○自分の考えをまとめ、他との 
かかわりの中で深めること
を重視して、言語による思考
力・表現力の向上に努める。 

 
○ドリルタイムを活用し、子ど 
ものつまずきに対応し分か
る喜びを味わわせるととも
に、基礎的・基本的事項の定
着を図る。 

 
○各学年ごとに指導計画を作 
成する 

 
国語・社会・算数・理科 
生活・音楽・図画工作 
家庭・体育・道徳 
外国語活動 
総合的な学習の時間 
学活 

 
「現状の分析」 
（学習指導の現状、ワークテ  
ストの結果、学力調査の結 
果の分析）をし、 

 
「課題」 
 に対する 
 
「授業改善案」 
 を立てる。  

 特別活動の重点 
○集団活動を通して、自主的・実践  
的な態度を育てる。 

○異学年（なかよし班）での活動を 
通して、共に活動する喜びを味わ 
わせるとともに、思いやりの心を 
育てる。 

○集団の一員として自己の役割と責  
任を果たすことを通して、集団生 
活を向上させる。 

 総合的な学習の時間の重点 
○「つかむ」「調べる」「表現する」
「実践する」の学習過程を踏まえた体 
験的な学習や問題解決的な学習を
通して、課題解決能力を育成する。 

○地域を調べたり、地域の人々と交  
流したりすることを通して、自分の
生き方について考えさせる。 

○コンピュータや参考図書を利用し 
た調べ学習を充実させ、情報活用  
能力を高める。 

 道徳教育の重点 
○道徳教育全体計画に基づき教育活動全体を通して、 
互いにかかわり尊重し合い、規範意識を深め道徳 
的実践力を育てる。 

○「道徳授業地区公開講座」の開催等を通して心の 
  教育に対する家庭や地域と協働して、道徳教育の 
  充実を図る。 
○創意ある指導の工夫に努め、特に生命尊重、思いや 
り・親切、公徳心・規則等の項目を重点化する。 

 外国語活動の重点 
○外国語を通して、音声や基礎的な表現に慣れ親し  
 みながら、コミュニケーションの能力の素地を育成 
する。 

 進路指導の重点 
○児童が自分自身を見つめ、自らの  
将来について目を向ける機会を通 
して、自分の特徴に気付き、自分ら
しい生き方を実現していこうとす
る態度を育てる。 

 生活指導の重点 
○「挨拶」「集まり」「後片付け」の３つを重点項目 
とし、規範意識のある児童・礼儀正しい児童の育成
に努める。 

○地域・家庭と連携し、豊かな体験活動を広げること  
により、自立心や社会性の育成を促す。 

○学校安全計画を活用し、組織的・計画的な指導をす  
るとともに、家庭・地域・関係諸機関との連携を図 
り、子どもの危機回避・危機管理能力を育てる。 

○セーフティ教室等を活用し、インターネットや携帯  
電話の利用など、情報モラルを身に付けさせる。 

 読書指導の重点 
○朝読書の時間やれきせん本の杜、読 
書の達人などの活動を通し読書習 
慣の定着を図る指導を充実させる。 

 食育指導の重点 
○正しい食事のマナーを理解し、生  
活に生かせる児童を育てる。 

 人権教育の重点 
 ○自分を生かし、人を大切にし、思いやり
と規範意識のある児童を育てる。 


